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※一部情報を非表示 
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1. 昨年度の掘削地、次期掘削予定地、及び掘削候補地 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

図 1-1 次期掘削候補地位置図 

 

  湿潤環境形成実験地（3） 約 11.5ha 

 H29年度完成掘削地 

  環境学習フィールド（4） 約 4.0ha 

H29年度完成掘削地 

  次期掘削候補地（1） 約 3.4ha 
  
セイタカアワダチソウが密度高く生育し、水

路近傍で乾燥化しているため、次期掘削候補

地とされた。（第 16 回 渡良瀬遊水地湿地保

全・再生モニタリング委員会にて報告） 

  人為攪乱型実験地    約 4.7ha 

H29年度完成掘削地  

次期掘削候補地（3）  約 12.0ha 

セイタカアワダチソウが多いエリアの中

で、現況を保全する地区に隣接していること

から、検討済みの掘削予定地（１）（２）に

加え、次期掘削候補地とする。 

時期掘削候補地 

次期掘削予定地 

掘削が完了した水域 

工事用道路 

曝気ヤード 

占有耕作地 

掘削回避エリア 

非表示 

  環境学習フィールド（3）拡張部－2    約 4.5ha 

H29年度完成掘削地  

  次期掘削候補地（2）  約 4.8ha 
  
セイタカアワダチソウが密度高く生育しているため、次

期掘削候補地とされた。（第 16 回 渡良瀬遊水地湿地保

全・再生モニタリング委員会にて報告） 
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図 1-2 セイタカアワダチソウの分布と次期掘削候補地 

  次期掘削候補地（1） 

  次期掘削候補地（2） 

曝気ヤード 

次期掘削候補地（3）  約 12.0ha 

セイタカアワダチソウが多いエリアの中で、現況を保全す

る地区に隣接していることから、検討済みの掘削予定地（１）

（２）に加え、次期掘削候補地とする。 

10ｍ×10ｍのコドラート内における 

5ｍ×5ｍ枠での出現状況を評価した合計値 

（例：2+2+2+2＝8） 0：出現個体数なし 

 1：出現個体数が10未満 

 2：出現個体数が10以上 

多い 

少ない 

非表示 
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2. 次期掘削候補地の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 次期掘削地の土質および水位の状況 

 土質断面図によれば、表層に厚さ10mに及ぶ粘土層がある。この粘土層が湿地の水の受け皿

になっている。 

 地下水位断面図および平面図に示した各地点水位は西側に向かって低くなる。したがって全

体としては東から西に向かって地下水は流動している。 

 掘削予定地の観測地点（2-2-5）の水位変動幅は、平成18年5月の出水時や夏期の水位低下

時（地下水揚水の影響と考えられる）を含めると 3m 以上である。大規模出水時や夏期の水

位低下時期を除くと、水位変動幅は概ね1m程度である。 
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降水量：古河

2-2-5：連続観測

2-2-5：月1回観測

※本年度連続観測を実施 

地下水位変動図 

水位変動幅は、 

大規模出水と夏期の水位低

下時を含めると3m程度。 

 

大規模出水、夏期の水位低

下時を除くと1m程度。 

現地盤高 

15.25m 

水位観測地点2-2-5の地下水位測定結果 
〇 最高水位起日 H18.5月 

〇 最低水位起日 H22.9月 

B7 2-2-6（5ｍ） 2-2-5 

地下水位断面図 

2-2-4 

平均的には西側に向かって水位が低下 

B’ 
B 

最高水位（H18.5月） 

平均水位（H23.1月～H27.3月） 

最低水位（H22.9月） 

掘削候補地 

B7 

粘土層 

礫層 

既往土質断面図 
15 

10 

5 

0 

出典：渡良瀬第2調節池土質調査（その3）報告書（平成元年） 

厚さ10mに及ぶ粘土層が、湿

地表層の水（掘削地の水）の

受け皿になっている。 

A A’ 

非表示 



 

4 

3.  次期掘削候補地（３）の掘削計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 掘削計画の概要 
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地表面近くに水位が

あるエリア 

現状で地盤高が Y.P.13m

程度の窪地となってい

る。道路脇排水路が水位

を規定している。 

・次期掘削候補地(3)の掘削後の目標像としては、地表面付近に水位があり、ヨシ･スゲ類が生育する状態となる場所を広く取るとともに、水位低下時にも水面を保つことができるよう深い部分も設ける。

西側に位置する排水路とは連絡させずに、水位が安定した池沼を維持する。 

・掘削後に、表土を深さ 1m 程度埋め戻し、造成後の地盤高とする。埋め戻した表土は水没期間が長いため、埋戻し土からのセイタカアワダチソウ等の発生を防止する一方、湿性植物の生育が期待され

る。また、深い層の粘性土に比べ、表土は有機物が多く保水性が高いことからも、湿潤環境が維持されると考えられる。 

・西側の排水路付近については、排水路の維持、排水路と池沼との隔離のために、大きく掘削しないこととし、セイタカアワダチソウの繁茂状況により表土の剥ぎ取りを行う程度とする。 

掘削候補地周辺の現状地形(H29.3月計測LPデータ) 

掘削候補地周辺の斜め写真 

(H30.5月ドローン撮影画像) 

排水路 

※掘削地内の数字は、表土

埋戻し後の地盤高を示す。 

常に水面があるエリア 

掘削回避

エリア 

現況を保全する地区 

曝気ヤード 12.0m 

11.5m 

 

11.0m 

 

10.5m 

 

環境学習 

フィールド(1) 排水路 

C C’ 

掘削回避

エリア 

緩やかな階段形状とする。各段は窪地状にやや深く掘削し、そこに表土を埋め戻す。 

（※掘削深度は、今後の水収支等の解析結果を踏まえて詳細を検討する。） 

非表示 


